
第4回は「ご近所さん」から「街」まで、さまざまな人が生活する地域コ

ミュニティのなかで、人と人をつなぎ協働や共有の場をつくってい

くという、働き方（＝活動のデザイン）の可能性について、NPOフュー

ジョン長池など多くのプロジェクトワークをコーディネートしてい

る森川千鶴さんのお話を聞きながら考えました。

2002年11月21日（木）18:30－20:30

森川千鶴（もりかわ・ちづる）
1961年生まれ。プロジェクトコーディネーター。

弁護士秘書を結婚退職後、いくつかの企業を経てフリー

ランスに。月刊「多摩ガイド」編集長、NPOフュージョン

長池事務局長代理を歴任。現在、（有）オフィスカクタス取

締役。ライフステージにヒントを得たコミュニティづく

りを手掛けている。「NWSフォーラム」（1960年代生まれ

のワークスタイルを考えるフォーラム）主宰。「おつまみ

作り隊」、地域の子育て中のママたちによる「わくわくフォー

ラム」世話人など。

最近の活動についてはこちら。

http://homepage3.nifty.com/anyplace/
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渡辺保史̶こんばんは、渡辺です。今日来ていただいた森川さんで
すが、僕と森川さんが出会ったのは10年以上前のことです。その時は、
僕が取材する側で、森川さんが取材される側という関係でしたが、そ
の後、同世代のフォーラムに参加したり、いくつかのワークショップ
を一緒に手がけてきました。実は、このトークセッションの第1回に
来ていただいた西村さんと森川さん、結構いろんな場面で一緒に仕事
をすることが多くて、先々週も群馬県の赤城山の麓でワークショップ
をしました。
さて、今日は「人と人をつなぐ仕事のデザイン」というテーマです。
森川さんがこれまでされたお仕事や、それを通して考えられたことか
ら、共有のデザインへ向けて何らかのヒントを見つけていきたい、と
思っています。まず、森川さん、ふだんはどういう肩書でご自分のこ
とを紹介されていますか？

森川千鶴̶プロジェクトコーディネーターというのは、自分でつけ
てしまった名前です。仕事をしながらずっと自分にふさわしい肩書っ
て何だろうと考えていました。企業に勤めていたら、会社が「あなた
は○○部○○課の□△さんです」という風に肩書きを決めてくれて、
名刺をつくってくれるわけですが、フリーになった時、どんな風に名
乗ろうかなといろいろ考えた結果、自分の仕事の仕方として一番しっ
くり来るのが、 プロジェクトコーディネーターということで、勝手に
名乗ってしまいました。
ただ、それだけでは非常に分かりにくいということと、コーディネー
ターだけでなく、企画の段階から仕事に入ったりと、仕事の内容が多
岐にわたるので、名刺には、企画・編集・プロジェクトコーディネーター
という三つの肩書が並んでいます。

渡辺̶フリーになる以前は、弁護士の秘書をされたり、いくつか企
業の中でも働いていたわけですよね。つまり、どうやってプロジェク
トコーディネーターという仕事にたどり着いたか、その遍歴を教えて
ください。

森川̶みなさんに資料をお配りしましたが、私は、男女雇用機会均
等法が施行する直前に社会に出た世代です。大学は法学部の法律学科
だったので、親が大学を出してやったんだから親の顔を立てろという
かたちで、不承不承、弁護士の秘書になりました。今になってみると、
この時の仕事もその後に全部つながっているなと思いますが、当時は、
なぜ私がここにいるんだろうと思いながら、淡々とその実務をこなし
ていました。
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一旦、結婚退職しましたが、その後縁があって住友信託銀行のシンク
タンクに来ないか、という話が友人経由であり、「あなたのようなキャ
ラクターを探している」と言われて、入社しました。ここでの仕事が、
プロジェクトの事務局を回すというもので、これが今のプロジェク
トコーディネーターへの流れをつくった一番のキッカケだったと思
います。

渡辺̶それから、資料にはサテライトオフィス　　の実験に関わっ
たことが書いてありますね。ここは僕から補足しますと、1980年代
後半、首都圏にある企業のオフィスが過密状態になっていることが、
問題視された時期がありました。しかも社員は、郊外のベッドタウン
から都心まで、長距離通勤を強いられていた。そこで、家に比較的近
いところでも仕事ができるような拠点をつくり、都心に集中している
本社機能を分散させようという取り組みが始まったんですよね。

森川̶仙台にお住まいの方々は、通勤時間を1時間以上もかける
ような方はたぶん珍しいと思うので、ピンと来ないかもしれませんが
……。東京だと、大体1時間半とか2時間通勤の人も結構いて、中に
は新幹線通勤という人もいるんですね。ドア･トゥ･ドアで30分で通
えるような職場環境にある人はほとんどいないのが実情でした。
そこで、職住近接のワークスタイルを具体的なかたちにしようという
ことで、国の施策としても力を入れようというかけ声も上がり始めま
した。実施主体となる企業の方でも、職住近接を進めた方がオフィス
コストの削減だとか社員の就労環境の改善など、いろいろな側面から
メリットがあることが注目され、オフィス設備のサプライヤー側から
も、新しいオフィス設備などの開発や受注のチャンスも増えて本当に
願ったり叶ったり、と、期待も高まりました。そんな風に気運が高まっ
てきて、全国的にも新しい就労環境の実現に向けた動きを仕掛けてい
きたいということで、異業種で実験を始めたのがサテライトオフィス
なんです。

渡辺̶そして、森川さんは、その異業種での実験を進める際のとり
まとめ役になったわけですね。

森川̶はい。全く社風の違う会社が集まって遠隔勤務の実験を始
めたのですが、会社や業種が違うと、本当にこうも全く社風が違うん
だなということを改めて実感しました。銀行は銀行なりの社風、通信
会社にもずっと培われた社風があり、リクルートもメンバーにいまし
たので、あそこはまた独特の社風があり……と、そんな異業種の方た

01 01. サテライトオフィス
市街地に置かれた本社を中

心に衛星（サテライト）の

ように、周辺の住宅地に設

けた小さな分散型のオフィ

スのこと。通勤時間が短

縮でき、精神的にゆとりを

持って仕事ができるなどの

利点がある。
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ちで働き方の新しい可能性を試す活動を展開していきました。
実験が実を結んで、参加各社が協同して「日本サテライトオフィス
協会　　」という団体を立ち上げることになりました。ただ、私が当
時所属していた研究所からは、この実験プロジェクトに私が関わるこ
とには非常に反対されました。「もっと他にやらなければならない仕
事があるから、あまり突っ込むな」と。でも、私は「これは絶対やりた
い。テーマが面白いし、今しっかりとやらなければいけない」と、か
なり強く信念のように思ったところがありました。そこで、プロジェ
クトを続けるために研究所を退職して、協会の理事会社の関連会社に
籍を移して、前の会社でやっていた仕事と全く同じプロジェクトを引
き継ぐことになりました。
率直に言うと研究所に好待遇で入れたこと自体は非常にラッキーだっ
たのですが、このプロジェクトをとにかくかたちにする仕事をしたい
という想いがあって、ちゃんとバックアップしていこうと思ったんで
す。

渡辺̶そういうことは、珍しいんじゃないでしょうか。普通、会社
を辞めてしまうと、それまでやっていた仕事はもう自分のものではな
くなりますよね。でも、森川さんは、自分がやり遂げたいプロジェク
トを続けるために会社を辞め、別の会社へ移った。しかも、それが立
派に形になったと。すごいですね。まさに、仕事を「自分事」にして
いる感じです。

森川̶サテライトオフィスは、異業種の研究会というかたちで運営
していました。それぞれの企業が資金を出し合って、一つの研究会と
いう場をつくって、プロジェクトを動かしていくという形態です。そ
の資金を使って、身の置きどころとしては、別の会社に移した上で仕
事はそのまま続けたわけです。ちょっとイレギュラーですよね。

渡辺̶そういう働き方が、ある意味で森川さんのその後の流れをつ
くったのかもしれませんね。

森川̶そう、大きかったですね。そのときに出会った人たちからは、
企業全体を動かすには要所要所でトップダウンの手法を使うというこ
とを学びました。肝心な場面で、会社の社長、会長を引っ張り出せる
かどうかが大きなポイントなんですね。そのために、帝国ホテルで朝
食会をやったりする。私はまだ20代後半でまだ下っ端でしたが、各
会社の秘書室に当たるセクションや、会社によっては企画のセクショ
ンなど、それぞれの部長クラスの人たちが動いて、企業のトップを引っ

02

02日本サテライトオフィス協会

1991年に任意団体日本サ

テライトオフィス協会とし

て発足、1993年に社団法

人日本テレワーク協会とな

る。テレワークとは、「情

報通信技術を利用した場

所・時間にとらわれない働

き方」を指す。テレワーク

に関する研究や実証実験の

推進、テレワークの普及活

動（新しいライフスタイル

に関するシンポジウムやセ

ミナーの開催など）を行う。
http://www.japan-telework.or.jp/

02.
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張り出すような場をつくっていく。それら全部の動きを見せていただい
たので、「ああ、なるほど。こうやって物事を動かしていくんだな」と実
感させられました。

渡辺̶サテライトオフィスの実験が行われていた時、僕は新聞記者と
して取材に行き、そこで森川さんと出会ったんですよね。その後、プロ
フィールの資料にも書かれている、1960年代生まれの「新しいワーク
スタイルを考えるフォーラム」に誘っていただきました。これは森川さ
ん、そして僕ら参加者にとっても非営利活動でしたが、まさに人と人を
つなぐ仕事の現場でした。

森川̶事業活動と非営利の活動というのは、私の中では本当に連動し
ているんです。このワークスタイルを考えるフォーラムを立ち上げたの
も、サテライトオフィス協会にいて「職住近接」をアピールしているけ
れども、本当にその対象となる働き手の方は職住近接を望んでいるんだ
ろうかと思ったのが理由になっています。
私は当時、郊外から都心に、それこそ通勤時間を1時間以上かけて通っ
ていました。実際に自分の関わっているプロジェクトが目指すように、
本当に若い働き手たちが職住近接を選択するのかどうかは、自分で考え
ていても答えが得られませんでした。当時はまだ、インターネットで何
か質問や意見を投げかければすぐに答えが返ってくるような環境も整っ
ていないので、ちょっとした場をつくろうと思ったんです。その場で、
お互いが働き方について日頃考えたり感じていること、まさに本音が言
い合えるような場をつくりたいと。
そのことで自分自身がものすごく知りたいと思っていることが得られる
だろうと思ったのです。サテライトオフィス協会に関わっていた企業
の担当者に、自分と同世代、当時で20代後半から30歳ぐらいの世代
の集まる場をつくりたいので声をかけてもらえませんか、という呼び
かけをしたところ、部署内などで文書を回覧をしてもらうことができ、
月に一度、20-30人の同世代の男女が企業の枠を超えて集まるように
なりました。
このフォーラムの初回で実際に話をしてみると、「職住近接といっても、
自分と同じ若い人との出会いは都心に出てこないと難しいし、アフター
5にお酒を飲んだり、買い物したりする楽しみもあるのでは」という率
直な意見が出てきたり、一方で、「若いうちはいいけれど、結婚して子ど
もを育てるようなライフステージになって、自分の生活も仕事も捨てら
れないと思ったときに、やはり職住近接という働き方は必要になる」と
いう考え方も出てきました。企業の論理だけではなくて、やはり個人個
人が本音を出し合う場だからこそ、自分の望んでいるものが見えてくる
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んだな、と痛感しました。その後、このフォーラムは月に1回、最初
はサテライトオフィス協会の事務所を使っていましたが、その後参加
メンバーの会社の会議室を順繰りに訪ねて回を重ねていきました。

渡辺̶いろいろな形状の会議室がありましたね。たとえば、階段状
になっていて、じゅうたん敷きで靴を脱いで入るところとか（笑）。

森川̶そう、階段状のものもありました。まだバブルの頃だったの
で、企業があちこちのオフィスで立派な会議室をつくって試験的に運
用していました。また、ふだん私たちの世代では入れないような役員
会議室も使わせてもらうことができました。大理石のものすごい高価
そうなテーブルについて議論したり、あるいはテレビ会議システムを
使って、離れた場所の人とどれくらい意志疎通がうまくいくかを試す、
ということもしました。

渡辺̶サテライトオフィスに働き手がこもって仕事をすれば、余計
な電話や無駄な会議に煩わされることなく仕事ができる、つまり知的
生産性　　を上げるという効用もずいぶん指摘されたものです。そん
な知的生産のための環境をどうやってデザインするかを、サテライト
オフィスに関わる企業は独自でもかなり行っていたというのが、よく
分かりました。

森川̶設備投資もかなりしていたと思いますよ。

渡辺̶ただ、働き方という問題は、マスメディアの表面的には、今
言った知的生産性などの、大きなテーマとして扱われて、そこにどん
なハードやソフトを入れるかという、ハコモノ＋αの話に終始してい
た。でも、オフィスで長時間を過ごす当事者である働き手自身が、自
分たちの問題として捉えないと、この種の議論は空論になりかねな
かった。そういう意味で、森川さんが、サテライトオフィス協会という、
いわば企業の論理と間接的には国の政策の後ろ盾があって動いている
ような大掛かりな社会実験の事業に関わりながらも、「自分たち事」と
して働き方の問題を個々人が考えられるような場を、同時進行でコー
ディネートしていたというのは、非常に大切なことだなと、フォーラ
ムに参加していて感じていました。

森川̶自分の生活実感と離れたところで何かを語ってしまうと、も
のすごく居心地が悪くなると感じていました。それは、サテライトオ
フィス協会の設立準備段階から事務局をやり、設立後は広報を担当し

03
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知的生産性

単に生産されるモノの量で

はなく、効果的な成果をい

かに効率よく生み出すかと

いう点から見た生産性。テ

レワークは、仕事の能力を

最大限引き出す環境づくり

という点で注目された。

03.
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ていた中で日々感じていたことでした。仕事の中身としては、メディ
アの方々から取材を受けて、「自分たちが目指しているのはこういう
ことです」とか、「いま、全国の状況はこうなっています」と説明したり、
会員企業向けの会報誌を編集することでしたが、外に対して情報発信
をすればするほど、自分が地に足をつけていないとまともなことは言
えないんだ、ということを実感しました。10センチぐらい浮いたと
ころで理想論だけ語っているようで、何か違うなと。そこを自分でちゃ
んとつかみとるためにも、フォーラムはとても必要な場でした。
完全に非営利な活動で、サンドイッチ代ぐらいはみんな出そうよと
いうことで、1回あたり1000円の参加費を取りました。ただ、場所
代はそれぞれの会社の会議室を回っていましたから不要でしたし、お
金はそれほどかからず、ある程度貯まっていたお金を年末にばんと出
して、パーティをやって終わりという感じでした。ここでは本当にい
ろいろな出会いがあって、最初は全く仕事や会社とは関係なくただ話
をする場でしたが、出会った人たちの間では次第に自分の本業とつな
がっていくということもありました。

渡辺̶このフォーラムで培われたスタンスというのは、多分この
後も地域での活動などに確実につながっていったのではないでしょ
うか。

森川̶はい、つながっていきました。

渡辺̶自分がどうしたいのかという問題と、社会の状況とをつなげ
て考える。考えるだけではなくて、実践ともつながっている。そのた
めに何らかの場を設定して、いろいろな人の出会い、つながりを媒介
していく。こういう働き方自体が共有のデザインともいえるような気
がしています。さて、もう少し森川さんの仕事遍歴に沿って話しましょ
うか。サテライトオフィスやワークスタイルのフォーラムを、プラッ
トフォームにするという段階があって、その後1990年代の半ば頃に
なると、フリーランスとして、プロジェクトコーディネーターとして
立っていくわけですよね。さらに、お子さんがお生まれにもなる。

森川̶20代のときには、私はこのまま子どもがいない生活をする
のかなと思った時期もありましたが、やはり子どもがいる生活を送り
たいと思うようになりました。ただ、働きながらの子育ては、世間的
には保育所のことなど大変な問題があり、仕事もカリカリ忙しく追い
立てられ、子育てもカリカリとした状況になってしまうという話をよ
く耳にしました。そういう状況ではないかたちで働くために、私は、
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企業にいるときには職住近接は一つの突破口かもしれないと思ってい
ましたが、実際に関われば関わるほど、職住近接という働き方は人材
評価の問題と直結してくると痛感させられました。離れたところで仕
事をする人を、雇用する側がどう評価するか。それが一番のネックに
なってくることが分かりました。そういうことを延々考えたり、その
動きに関わったりしているうちに、気がついたら40歳になっている
んだろうなと思ってしまいました。
そこで企業の中にいて職住近接を実践するのではなく、企業社会から
外に出て、自分で仕事の場をつくっていくことで、子どもを産み育て
ながら働けるような環境を持つと決めたのです。

渡辺̶フリーランスの立場で、企業などの活動をコーディネートす
るということは、会社組織の中にいる人だとあまりリアルに想像でき
ないかもしれません。どのように仕事をするのか、簡単に説明しても
らえますか。

森川̶簡単に説明すると、契約社員的な扱いが基本になります。と
はいえ、仕事の進め方においては一般的な契約社員よりは自律的で、
主体はこちらにあって、ある会社のプロジェクトメンバーの一人とし
て仕事をし、週に2回くらいその会社に出掛けていったりします。プ
ロジェクトで動くときはその会社の社員としての名刺を持って、他の
企業などに対応するわけです。実は、かなり信頼関係がないとできな
いと思うのですが、ともかくある会社の名刺を持って外に出ると、そ
の会社の人間としての顔で接する必要があります。そのプロジェクト
に関する業務が終われば、一応その会社との関係も終わります。
サテライトオフィス協会のときに出会った関係企業の方や、取材に来
られた方々とそれなりに「つながり」ができていたので、「森川、うち
の仕事手伝ってみないか」と声をかけられたのはありがたかったです。
この仕事、もう終わるかなと思っていたら、また別の話がポコッと出
てきてと……。今まで、本当に人とのつながりが仕事を生んできたと
思っています。

渡辺̶実際にコーディネーションをするということについては、後
でその秘訣についてぜひお話してもらいましょう。
それから、プロフィール資料には「スカンクワークス」という名前も
出てきます。ここには、このトークセッションの第1回のゲストだっ
た西村さんの名前も、そして僕の名前もあるんですが（笑）、この活動
は森川さんにとってはどのような位置づけでしょうか？



91共有のデザインを考える　　スタジオ・トークセッション記録　｜

森川̶これは、キーワードとしては「ユニット」ということになり
ますね。働き方としては、ネットワークではなくて、ユニットです。
ミュージシャンの活動にたとえるとわかりやすいですよね。それぞれ
普段はソロでやっていたり、バンドを組んでやっている人が、いった
んその形態をバラして別の人と一緒にセッションして、そしてまたそ
れぞれの現場に戻っていくような、そんなやり方です。

渡辺̶第1回のトークセッション でも「公募オリンピック」という
企画のことが話題に上がりました。それから、CS（通信衛星）テレビ
のニュースチャンネルで、短いドキュメンタリー番組をつくりました
ね　　。まさにこれは働き方をテーマに、3人がそれぞれ気になる人
を自らカメラを携え、ビデオジャーナリストのように取材をし、編集
して1本の番組に仕立てた。これは僕個人としてもいい経験になりま
した。その後は、スカンクワークスとして関わったプロジェクトは、
ワークショップが多くなりましたね。やってきた内容は、ほとんど放
課後のクラブ活動的なノリがあったり、メディアづくりがあったり、
ワークショップがあったりといろいろでしたが……。

森川̶たぶん、3人の組み合わせがよかったんだと思います。渡辺
さんのライティングや情報編集の力があって、西村さんのデザインや
プランニングの力があって、私はそれをコーディネーションする。活
動の中身は違っても、それぞれのインタラクションの場面がまさにユ
ニットとしてうまくハマったのかなと。

渡辺̶それで、3人でワークショップのファシリテーターを始めつ
つあったその期間に、森川さんにお子さんが生まれ……。

森川̶それまでは自分自身が頑張れば、何でも乗り越えられると過
信していた部分があったり、自分以外の家族、つまり旦那は自分でも
ちろん食べていけるというのがありましたが、きちんと手をかけない
と生きていけない「子ども」が目の前に現れたことによって、すごく
自分自身が活性化されました。同時に、自分はこれからどうしようか
なといろいろ想いをめぐらせていました。渡辺さんと西村さんは活躍
しているのに、私はここで何をしているんだろうと焦りもありました。
ちょうどそんな時に、渡辺さんと西村さんからコミュニケーションを
テーマにしたワークショップ　　をやると声をかけてもらいました。
子どもがまだ6ヵ月という段階で、どうしようかちょっと悩みました
が、他のスタッフのみなさんが、「（子どもを）打ち合わせの場所にも
連れてきていいよ」という雰囲気をつくってくれて、だいぶ助かりま

04

04

04. 短いドキュメンタリー番組
をつくりましたね

このドキュメンタリー番

組とは、CS の報道専門

チャンネル「朝日ニュ ース

ター」で放映されていた『フ

リーゾーン2000』。森川・

西村・渡辺の3人がユニー

クな働き方をしている人を

取材した「ストレンジワー

クス」は1994年8月に放

映された。

05

05

05. コミュニケーションをテー
マにしたワークショップ

正式名称は、「マルチメディ

ア・コミュニケーション

ウェア・ワーク ショップ」。

世界規模で繰り広げられた

インターネット1996ワー

ルドエキスポ（IWE96）の

一環で企画実施されたもの

で、15組の親子がオンラ

インとオフラインで多彩な

プログラムを体験した。
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した。もちろん子どもは最初はおとなしくしても、だんだん飽きてき
て、ぐじゃぐじゃと言い始める（笑）。そのときに、議論の場がちょっ
と煮詰まった感じだったりすると、少し雰囲気がほぐれたりする。そ
ういうことも含めて、いい仕事関係をつくってもらえたことはよかっ
たと思っています。

渡辺̶ワークショップのことをもう少し説明すると、近い将来、常
時接続ネットワークが普及した時代における、コミュニケーションの
あり方について考える場をつくってほしいという NTTからの依頼を、
僕らが当時参加していたプランニングチームで受けることになりまし
た。単なるセミナーやシンポジウムではなくて、コミュニケーション
の最小単位ともいえる親子を対象にしたワークショップのシリーズを
半年程やってみませんか、というこちら側の提案が通り、森川さんや
いろいろな方々とプロジェクトチームを組んで準備をしていったので
す。時期は1996年から97年にかけてでした。
実際に会ってのワークショップは月に1回、コミュニケーションのい
ろいろなモードを試してみるということをやっていきました。たとえ
ば、初回ではいきなりアフリカのトーキングドラムで会話してみると
か、みんなでパスタをこねて食べてみようといった体験をして、パソ
コンやインターネットを使うものだとばかり思って来た参加者の親子
はかなり面食らったのではないかと思います。その後も、30人くら
いで巨大な糸電話をつくったり……。

森川̶「視聴覚交換マシン」　　というのもありましたね。

渡辺̶そうでした。メディアアーティストの八谷和彦さんがつくっ
た作品で、相手が見ている絵と聞いている音が自分の見聞きしている
ものの中に交換できるというもの。

森川̶あれは、親子でやると面白かったですね。お父さんは背が高
くて、子どもは小さいのに、お父さんが見ている視界には、子どもの
目の高さに見えるものが映っている。そこがすごく違和感があった反
面、親子のふだんの関わり方も見えてきて興味深かったです。

渡辺̶さらに、そうした毎月のリアルな場でのワークショップの間
に、ネットワークを使ったコミュニケーションを並行して行っていき
ました。オンラインに「バンブービレッジ」という仮想の村をつくって、
その中に一戸ずつ参加者の親子の家があり、互いの家を訪問して会話
を楽しんだり、参加者からの発案で、日時を決めてチャット大会をやっ

06視聴覚交換マシン

メディアアート作品で、お

互いの見ているものを交換

する装置。他人の視点でし

かものが見えなくなってし

まい、相手の立場に強制的

に立たされてしまう。アイ

デンティティの境界を曖昧

にすることを目的として制

作された作品。

06.
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たりしていましたね。

森川̶オンラインの居酒屋もできましたね、「大人しかダメ」なん
て言いながら。

渡辺̶そうそう。その週あったみんなの出来事を新聞にまとめて
流す、ということも始まりました。このように、いわゆるバーチャル
なコミュニケーションの要素と、リアルな場での体験のプログラムと
いうのを組み合わせることで、本質的なコミュニケーションのセンス
をどうやって高めていくかを体験しながら、互いに学び合うという試
みでしたね。このワークショップに関わった後に、森川さんは二人目
のお子さんが生まれて、その後、少しインターバルを置いて……。

森川̶子どもが生まれた後に郊外に引っ越したんです。多摩ニュー
タウン　　という、丘陵地を削ってできたいくつもの団地群から成る
地域です。スタジオジブリの映画で「平成狸合戦ぽんぽこ」　　とい
うアニメーションを、みなさんご存知だと思いますが、まさにあの映
画の舞台になったところです。最初はまったく想像していなかったん
ですが、本当に人間関係が希薄で、なんて生活の匂いのしない街なん
だろうと思いましたね。都心に近い住宅街よりも少しゆったりしたと
ころで子育てができていいかな、と思いながら引っ越したのが大間違
い、とまでは言いませんが（笑）。筑波学園都市が一時同じような状態
だと言われていましたよね。それと匹敵するような、無味乾燥で、で
も新しくてピカピカのマンションが建ち並んでいて、隣の物音も一切
しない。とにかく街の生活音があまりないんですね。家のドアを閉め
てしまうと本当に孤立した空間になってしまう。この街で、私は子ど
もを抱えて一体どうするんだろうと。人と出会う機会がほとんどなく
て、ベビーカーを押して駅まで歩いていく間に誰とも会わないんです
（笑）。

渡辺̶日中だと、大人の男の人は大抵、都心の会社に通っているし、
女性も大部分はそうですよね。

森川̶保育園に子どもが入るまでは、本当に孤独な状態でしたね。
ただ、ちょうど二人目がお腹にいるときに、ある出版物の企画が持ち
上がって、その編集を手伝って欲しいという仕事が舞い込んだりして
いました。でもその一方で、子どもを保育園に入れる順番待ちをして
いる間に、やっぱり「この街、ちょっとおかしいぞ」と。とても悶々と
した想いを抱きながら暮らしていました。ようやく、子どもが保育園

07

07 07. 多摩ニュータウン
多摩丘陵のある東京都の西

南部（多摩市･稲城市･八王

子市･町田市）に位置する。

人口30万人の計画で「暮

らしと自然と機能の調和」

をテーマに、ビジネスと生

活のバランスがとれた職住

環境を、首都圏最大級の開

発規模で実現した複合多機

能都市。

08

08. 平成狸合戦ぽんぽこ
1994年に制作されたアニ

メーション映画（監督･原作

･脚本、高畑勲）。宅地開発

を進める人間に先祖伝来の

化け学で対抗し、生地を取

り返そうとする狸たちの奮

闘を描いた。多摩ニュータ

ウンが舞台となっている。
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に入ることができて、たまたま入った保育園の保護者のつながりで、
少し風向きが変わってきました。
この保育園　　は、園長さんのリーダーシップのもと、地域ぐるみで
の子育てを非常に意識的に取り組もうとしていた矢先で、さきほどの
ワークスタイルフォーラムと同じように、まずは自分たちの子育ての
問題について本音で語り合える場をつくろうということになりまし
た。子育て中のお母さんで、私と同じように悶々としている人はいる
んじゃないか。「今日は大人と話をしなかった」なんていう人が、フォー
ラムで話してみると本当にいるんですよ。旦那さんが帰宅するまで、
子どもとしか接していない。お店に行っても、スーパーだとレジを通
れば会話をすることはない。学生時代の友達や働いていたころの友達
とは、今でこそインターネットでメールでやりとりできるけれども、
電話かけるにも子どもが泣いていたら会話にならないなど、乳児を抱
えるとすごく孤立してしまう一時期というのがあるんです。
そういうお母さんたちが、ふらっと月に1回、子どもに離乳食を食べ
させながら、自分はコンビニでお弁当を買ってきてもいいから集まれ
るような場をつくってみました。これは、子育ての比較をする場では
なくて、お母さんが自分自身の言葉を語れる場です。1回しか来ない
人もいれば、毎回来る人もいるし、もう今では3年半になりますが、
ずっと続けてきました。
こうした場づくりをやっているうち、今度は40代、50代のおじさん
たちが「つながり」をつくり出しました。今はまだ会社に勤めている
けれど、定年退職して地域に戻ってきて、つながりが何もないこの街
で「濡れ落ち葉」になってしまう前に、まずは週末だけでも地域活動
をやりながら、ご近所の仲良しをつくっていこうというわけです。週
末のサークル活動のように、里山活動や、鉄道クラブなど、趣味的な
ことを言い始めて、つながり始めてから、次第により本格的な地域活
動に発展していきました。

渡辺̶それが、「NPOフュージョン長池」　　の活動ですね。「ぽん
ぽこ」（http://www.pompoco.or.jp）というアドレスのウェブサイト
を持っている……。

森川̶これは、先ほども言ったように「平成狸合戦ぽんぽこ」に由
来しているんです。ちゃんと高畑監督に会って、名乗ってもいいか確
認するところまでしました（笑）。このサイトの中には、一つひとつの
コンテンツに担当するチームリーダーというか、サークルのリーダー
的な人が関わって、実際に街での活動をそこでレポートしています。
ですから、ここだけ見るとネット上のコンテンツですが、あくまでも

09保育園

この保育園とは、「せいが

の森保育園」。多摩ニュー

タウン長池地区の子育て支

援の拠点として機能してい

る。2001年には、地域の人々

の関係性をデザインする結

節点として高く評価され、

グッドデザイン賞の新領域

デザイン部門を受賞した。
http://seiganomori.hoikuen.to/

09.

10

NPOフュージョン長池

東京・多摩ニュータウン

で一番最後に開発された

長池地区で、多彩な地域活

動を展開する NPO。メー

リングリストやウェブサイ

トを駆使し、住民のために

ブロードバンド回線の誘致

活動を行うなど、コミュニ

ティ情報化に力を入れた活

動スタイルは全国的な注目

を集めた。
http://www.pompoco.or.jp

10.
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これはリアルな場とつながっているわけです。
たとえば、私は「街並み探検隊」という活動をやっています。2ヵ月に
1回のペースで、最初はとにかく、地元をくまなく歩いていろんな発
見をしてみようと。そのうち、たまたま街歩きをしていたら、都市公
団の関係で視察に来ていたグループと出会って、「幕張のニュータウ
ンにも一度来てみませんか」とお誘いを受け、多摩から幕張へ東京都
心を一気に飛び越して探検をしたということがありました。これに味
をしめて、もう今度はコミュニティ・トゥ・コミュニティというノリ
でいろいろな街に出かけています。ポイントは、ただ観光旅行のよう
にブラブラするのではなく、その街に暮らす人と一緒に歩いたり、ディ
スカッションしたりしながら、自分たちなりの発見や気づきを大切に
しようということです。
こんな風に、フュージョン長池ではサークル的な活動をやりたい人が
楽しんでやっています。それだけではなく、住んでいる人のために「こ
んな新しいサービスがあったらいいのでは？」と提案するようになっ
て、実際にそれが事業化されるようになっていきました。
とても有名になった事例としては、ブロードバンドの回線を誘致した
ことがあげられます。ADSL　　のサービスが都心など東京23区内
で始まった際、高速で快適な通信環境が欲しいという人が地域内にど
れくらいいるのか、署名を集めました。その結果、長池地区の9団地、
2375世帯中1687世帯の署名が集まり、うち8割が高速の通信環境が
欲しいと思っていたんですね。こうして集まった署名を持って、いろ
いろな通信事業者のところへ行って、「これだけのニーズがあります
から、これに応えて ADSLの環境をつくってもらえませんか」と頼み
に廻りました。大体、どこも門前払いでしたが、唯一、当時の東京め
たりっく通信（その後 Yahoo! BBに買収）だけが、「よし、では優先的
に回線を引いて開局しましょう」と言ってくれました。それを契機に、
加入者がその地域に広がったことで、後から NTTも参入し、どんどん
値下げ競争になって、それで ADSLが普及してしまったということが
ありました。

渡辺̶現在ではもう、ブロードバンドは都市部ではかなり浸透して
きましたが、当時はまだ都心など一部に限られていましたから、フュー
ジョン長池のこの快挙には、郊外や地方に住んでいるネットユーザー
もかなり勇気づけられたんじゃないでしょうか。

森川̶結局、フュージョン長池という NPO活動が、もともと日中
は都心のオフィスで働いていたおじさんたちが中心に立ち上がって、
日常的にメーリングリストやウェブを使っていたというのが、大きな

11 11. ADSL
（a s y m m e t r i c  d i g i t a l  
subscriber line／
非対称デジタル加入者線）

電話回線を用いた双方向

高速データ伝送を可能に

する方法。このことによ

り、1本の回線で音声電

話によって通話しながら

データ通信を同時に行う

ことができる。
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要因だったと思います。そういう下地があったので、当然潜在的なニー
ズもあるし、実際に回線が入ってみると高速環境は手放せないという
のは当たり前ですよね。
他にも、コーポラティブ住宅　　をグループ分譲で自分たちでつくっ
てしまおうという活動や、各団地の住宅設備の保守や修理のサービス
を一括して面倒を見てもらえるよう、業者とのパイプをつくろうとい
う動きなど、趣味的なサークルのようなものから始まって、地域のた
めに役立つ事業を行う、まさに本当の意味での NPOとしてのかたち
が次第にできあがっていきました。
私の関わり方としては、フュージョンを NPO法人にしようという議
論が本格的になった時、理事長の方から「森川さん事務局長をやって
よ」と頼まれたのですが、「まだ子どもが1歳、2歳と小さいのででき
ません」と答えたら、「代理でもいいよ」ということになり、まず自分
の空いた時間で週に1回ぐらい、理事長の描きたいこと、やりたいこ
とをひたすら聞き役になって、ずっとそれを記録していくことから始
めました。
そうこうしているうちに、いろいろ人が集まってきて、それぞれのや
りたいことが共有されていき、これらをすべて書いて記録にして残し
ていきました。結局その記録をもとに、NHK出版から『NPOぽんぽこ』
という一冊の本を出すことができました。
この出版は、本業の収入になる方の仕事としてつながっていきました
が、NPOに対する関わり方としてはある時期までは事務局長代理と
いうことでボランティア的でした。次第に事業がかたちになってくる
ころには、ちゃんと責任を持った関わり方をした方がいいということ
になり、事務局長補佐という肩書きで、月に何がしかの報酬をいただ
いて仕事をする時期もありました。
最初は別に、NPO活動で食べていこうという意識はなかったのです
が、サテライトオフィスやテレワークという新しい働き方が大事だと
思った時の直感と同じように、これからは NPOというやり方が大切
になるという勘が働いて、捨て身で入っていって、いつの間にか責任
を持って関わるようになったということになります。

渡辺̶ところで、森川さんが地域で始めた「おつまみ作り隊」の話
も、非常に面白いですよね。

森川̶今年の8月に NHKの「おはよう日本」という朝のニュース
番組で取材も受けました。
先ほど NPOの活動で説明した、コーポラティブ住宅を計画していこ
うという人たちのミーティングがありまして、ふだんは毎週日曜の夜

12コーポラティブ住宅

入居希望者が集まって建

設組合をつくり、共同でマ

ンションの建設を進める住

宅。コープ住宅とも呼び、

参加者の好みを生かしたマ

ンションを経済的に入手で

きる。

12.
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に集まって、ミーティングが終わったら近所の居酒屋に出かけていっ
て、ちょっと一杯飲んで家に帰るという流れでした。でもある時、い
つも居酒屋ではメニューも飽きてしまうし、「だったら、どこかからお
惣菜か何か買ってきて団地の集会所でやるか」みたいな話になってき
たんですね。それで、私が「ちょっと待って」と言っちゃったんです
（笑）。「みんな、連日外食ばかりで、おじさんたち家に帰ってご飯を食
べていないでしょう？」と。「週末ぐらい、自分の家のご飯を食べない
と、身体を壊しますよ。それが嫌だったら、みんなが宴会やっている
場所に各家庭から一品ずつピックアップしてその場所に届けるように
しますから」と軽い気持ちで提案しちゃったんです。これが始まりで、
みんな自分の家でおつまみをつくって持ち寄ろうということになりま
した。
一品持ち寄りのパーティは、一般的にどこでもやりますが、それにちゃ
んと価格設定をしたというのがちょっと変わっていると思います。「自
分はひとり暮らしなので料理はつくれないけれど、運ぶのはやらせて
下さい」という人がいたら、その人にはちゃんと運び賃が払われるし、
当然料理をつくった人にはつくったお金が、ちゃんと落ちるように、
あえて最初から全部の動きを有償にしたんです。
たとえ10円でも20円でも値段がついて、その対価と釣り合うかたち
で関わる人はそれぞれ責任を持つということです。いつも与えてもら
うばかりだったり、逆に与えるばかりではなく、やはり汗をかいた人
には汗かいた分だけ、その場その場でちゃんとやったことの価値を認
めて、関係を整理していきましょうよというルールで、ゲーム的に始
めたことなんです。

渡辺̶番組の中でも言及されていましたが、これは言ってみれば
「おすそ分け」の現代版ですよね。連絡手段にメーリングリストを使
いながらも、地域で顔の見える関係を復活させる。でも、単なるおす
そ分けでもなさそうです。その違いは、みんなで責任や仕組みやルー
ルを共有しあうというところを明確にしているところかな、と思うん
ですが。

森川̶そうなんです。お手元に配っているのは去年の新聞記事で
すが、ここにも書かれている通り、最初に宴会で一品ずつ持ち寄りま
した。そこから始めて、次第に一対一のやり取り、たとえば、先ほど
の映像にもあったように、仕事が入ってしまったので晩ご飯のおかず
を誰かにお願いしたいとか、一人暮らしの人がコンビニ食ではなく、
手作り品を頼むといったかたちで関係ができていきました。スタート
から1年半たって、一対一のやり取りが月に多いときで 5-6回、少な
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い月でも2-3回はあります。本当に細々とした規模ですが、でも着実
にやっていこうとしています。「ギョウザを50人前つくってしまった
けど、誰か欲しい人いませんか」といったことをメールでやり取りし
ているわけです。困ったことがあったら、誰かが何かを提供して、結
果としてうまくいくような仕組みをつくりたかったのです。

渡辺̶ここでも、営利的な活動と非営利的な精神がすごくうまく連
動しているように思いますね。それでお聞きしたいのですが、たとえ
ば地域でこうした発想を活かして、コーディネーションを仕事として
やっていく場合、それ以前に森川さんが本業の中でこなしてきたコー
ディネーションと何か違うところはありますか。

森川̶自分の中ではあまり区別をつけていることはありません。
やはり地域というのは、本当にとてもリアルな人間関係がありますか
ら、そういう点では自分一人がワッと旗を立ててガンガン活動をやり
過ぎるとよくない、ということは非常に意識しています。 みんなが何
となくやりたくなってきたなという感じが出てきたら、ちょっと背中
を押してあげる。あるいは、何かやりたいんだけれども場所をどうし
ようとか、ザワザワッとしているときに、「この場所だったら使えそう
ですよ」などと、そっと手を差し伸べてみる。そんなちょっとしたこ
とで、すっと物事が進んでいくということはありますね。それは、こ
れまでの仕事のノウハウが生きていると思っています。

渡辺̶森川さんが関わった一番最近の活動としては、「全国教育系
ワークショップフォーラム」　　になるでしょうか。つい先日、11月
2日から2泊3日の日程で群馬県にある国立赤城青年の家で開催した
大掛かりなフォーラムでした。どういうような試みだったのかちょっ
と説明してほしいのですが。

森川̶私としては、この催しはこのように捉えています。たとえば、
学校の先生たちが、「総合的な学習」　　の導入などをキッカケにして、
ワークショップ的な参加体験型の教育手法をどうやって採り入れたら
いいか、迷っている人が少なくありません。企業や行政の中でも同じ
ように、参加体験型の場づくりを必要としている人達はかなり増えて
いるようです。また、自分はすでにワークショップをやっているけれ
ども、本当にこのやり方でいいのだろうか、と思い悩んでいる人もい
るかもしれません。こうしたもろもろの問題状況を検証する場が望ま
れているだろうという仮説のもとにつくってみたのが、ワークショッ
プフォーラムという場です。

13

13

14

総合的な学習の時間

1998年に改定された小学

校学習指導要領では、子ど

もたちが各教科等の学習

で得た個々の知識を結び付

け、総合的に働かせること

ができるようにすることを

目指して「総合的な学習の

時間」が新設された。知識

を教え込む授業ではなく、

自ら課題を設けて行う学習

や将来の生き方を考える学

習を積極的に行うこととし

て、授業内容も国が一律に

決めるのではなく、各学校

で地域や子どもたちの実態

に応じて決めることとなっ

ている。

14.

全国教育系ワークショップ
フォーラム

「『教える』から『引きだす』
へ」をテーマに2002年11

月3-5日に第1回目が開催。
その後も、2003年11月下
旬には「ファシリテーショ
ンをみる目を養う」をテー
マに第2回が開催され、
2004年11月にも第3回目
が開催予定。
http://www.skunkworks.jp/

akagi

13.
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ワークショップは心理学の分野もあるし、演劇の分野でも、あるいは
まちづくりの分野にも、様々な試みがなされています。それぞれの分
野でのワークショップの第一人者と言われているゲストに登場しても
らい、それぞれの手法をちょっとだけ「お試し」で体験できたり、ワー
クショップのあり方について突っ込んで議論しましょうということ
で、ゲストに参加の打診をし、プログラムを準備していきました。
最初、果たしてこんな企画に一体誰が参加するのか、という議論もず
いぶんしました。企画の成り立ちとしては、最初から予算がドンとあっ
て、これを使いなさいということで始まったわけではなく、やってみ
たいことを持った有志が集まって、お金も何もないところから始めた
んです。ですから参加者の募集方法一つとっても、どうやって全国の
関心のありそうな人を巻き込むのか、そもそも一般公募をするのかと
いうところも、さんざん議論を尽くしました。それで、結果としてワー
クショップに非常に興味を持っている人とか、これから自分が取り組
んでみたいと思っている人たちを対象に参加を呼びかけようというこ
とになりました。定員は150人でしたが、蓋を開けてみると、北は北
海道から南は沖縄まで本当に全国各地から定員を超える人数が集まり
ました。

渡辺̶先ほどからフォーラム当日に撮影した写真のスライド
ショーを見せていますが、こんな風に初日は全員参加で議論したり、
身体を使った導入のワークをやったり、2日目にはそれぞれ希望のゲ
ストのワークショップを1時間半ずつ、お試しで体験していきました。
この中では、まちづくりがテーマだったり、身体表現のものがあった
り、コンピュータを使ったものがあったり、あるいはビーアイ（Be I）
の代表をなさっている仙台の関口怜子　　さんもゲストにお招きし
て、ふだんは子どもたちを対象に行っている「大根モチ」づくりのワー
クショップをやっていただきました。全く違う分野のワークショッ
プのバラエティあふれるやり方を一堂で体験できる場になっていま
したね。

森川̶予算の全くないところから、しかもこれだけのゲストを集め
てやるということで、私としては採算的にも成り立たせようと、ずいぶ
ん考えました。みんなでボランティア的にお祭りをしましたという風
に終わらせるのではなく、ゲストの方にはそれなりの謝礼をお支払い
でき、関わった実行委員のスタッフにも仕事の対価としてそれなりの
報酬が支払われるようなかたちを最初に思い描きました。自分も、も
ちろん持ち出しはしないということをまず打ち立てて準備した結果、
ちゃんと採算が合うかたちで第1回を終わらせることができました。

15 15. 関口怜子
（せきぐち・れいこ）

1946年生まれ。ハート＆

アート空間「Be I」代表。現

代美術家としての活動ばか

りでなく、子どもたちを対

象とした創造表現空間「Be 

I」では「自分であることの

悦びを感じとる人間づく

り」をめざし活動中。社会

教育活動、国際交流、まち

づくりなどの活動にも独自

の視点から取り組み、ファ

シリテーターとして多方面

から高い評価を得ている。
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渡辺̶そうは言うものの、なかなかできないものですよね。ちゃん
と採算がとれるようにするのは。

森川̶もともと地域でいろいろな NPO的な活動をやってきた中
で、基本的に持ち出しはしない、その場でちゃんと成り立つことを前
提にしてやってきました。黒字にはならなくても、持ち出しもしない
ということです。ちゃんと採算が成り立つようにするところまで到達
できたと思うと、今回のワークショップフォーラムは、私にとっては
一つの大きな転機かなと思っています。

渡辺̶収支のバランスをとる、というある意味経営的なことのほか
に、今回のフォーラムで森川さんが大事にしていたコーディネーショ
ンのポイントは何だったのでしょうか。

森川̶いろいろな人が関わると、やはり場を共有したり、情報を共
有したり、何を目標としているのか、どこまで自分たちが到達できて
いるかということを可視化しようと意識的に取り組みましたね。こ
れは、今までの仕事でも、いわゆる議事録的な文書を残したりとか、
広報的な印刷物をつくったりした経験もあったのですが、何かやった
活動をやりっ放しにするのではなく、かたちとして残せるようにした
かったからです。
そういった、後で振り返ることのできる記録を私は今回「道しるべ」
と呼んだのですが、それをつくることでみんなに場を共有できている
ことの重要性を感じてもらえるように配慮しました。今回のフォーラ
ムの実行委員会は、それぞれ本業で働いている場は別々で、もちろん
職種も違う。みんなが、それぞれの現場を持っている中で月に一度ぐ
らい集まってワークショップをめぐって学びあい、メーリングリスト
で議論をしながら、いろいろと出てきた意見や考え方を収斂させるも
のとして、その都度その都度、自分たちは何を目指して、今どこにい
るかを残していきました。

渡辺̶ワークショップのプログラムもそうですが、導入があって、
本題がある。ただ一緒に体験して終わりではなくて、やったことにつ
いて振り返る時間がないと完結しないわけですよね。それをもとに次
の活動を行う、自分たちの現場に持ち帰っていく。そういうサイクル
がないといけない。だから、ワークショップのワークショップともい
える今回のフォーラムのような企画をつくっていくためのプロセス自
体も、やはりワークショップ的な進め方や精神が必要だったわけです。
このほかに、コーディネーションという仕事の中で、森川さんなりに
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気をつけていることがあれば、教えていただきたいのですが。

森川̶目標をはっきりしたかたちで立てて、それに向かった結果ど
うなったか、どこまで達成できているかということを理解する。これ
は大事ですね。何もないところで、どこに向かっていいかわからない
状態では、関わっている人たちは不安で不安で、ワークショップどこ
ろではなくなります。複数の人と仕事をするときは必ず、いや、一人
の時ももちろんそうですが、明確な目標があることが大切だと思って
います。
会社に勤めていた時や、自分がもう少し若かった頃であれば、誰かに
立ててもらった目標であったり、すでにある目標に向かって自分はあ
る部分的な役割を果たしていく場面がありました。でも、与えられた
仕事の中でも、やはり自分なりの目標を立てて、私自身はこれを達成
するぞというところがないと、多分やっつけ仕事になってしまった
り、やらされている仕事、他人ごとの仕事になってしまうのかもしれ
ません。
基本的に、私は欲張りで、自分自身が楽しめないといい仕事はできな
いなと思っています。自分がそこで何を得たいかを明確にして関わり
たいですね。一方で、一緒に仕事をするメンバーに対しては、一緒に
いる場を大事にすること。特に、何かやりたい、何かを実現したいと
いう想いを持つ人にとって、私はそういうスタンスをよくとるんです
が、この人は何をどう実現したいのか、一緒にいて徹底的に聞くよう
にしています。その会話の中で、その人自身が気がついて、「ああ、私
はこれがやりたかったんだ」と進んでいくときもあれば、私がその人
に伴走するように進んでいくこともあります。伴走するということが
なくて、「私はここにいるから行ってらっしゃい」とか、逆に「私は走
るからあなたはそこにいなさい」と言われたとしたら、たぶんその人
は途方に暮れてしまうと思うんです。

渡辺̶すでに、「共有のデザイン」というこの場のテーマにとって、
大事な考え方ややり方も提起していただきましたが、では、森川さん
は今後何を目指しているのでしょうか。

森川̶今のキーワードは、次世代なんです。若い人をプロデュース
する、というのでしょうか。20代くらいの人たちと仕事を一緒にし
ているところから、何かが生まれていければいいなと思っています。
端的にいうと、イベント的な企画の場などがその具体的な内容なん
ですが、これまでは割に同年代や地域で問題意識を共有している仲間
同士が出会って、その中から活動が立ち上がっていき、自分はそれを
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支えるようにしてやってきましたが、もっと、自分自身が場をつくっ
てみたいという想いがふつふつと沸いてきて、責任を持って場をプロ
デュースしていこうとしています。
去年のクリスマスに、イベントをやりました。私の住んでいる八王
子市の南大沢にある文化会館を借りて、一日限りのカフェとワーク
ショップを開催しました。そこは立派な施設なんですが、全く使われ
ていないので、私はどうしてもそこでイベントをやってみたかった。
これは非常に採算的に厳しかったんですが、これでまた出会った人た
ちが意気投合して、一緒にメディアをつくったり、場をつくったり、
そういうチームをプロデュースしていきたいと強く思っているところ
です。
プロジェクトコーディネーターというのは、自分で勝手に言ってし
まった仕事の名前ですが、あるとき友人が私のことを、「森川さんは専
門家をつなぐ専門家だよね」と言ってくれたんです。専門家をつなぐ
専門家というのは、一つの職能としてありなのかなと。これを意識的
にやりたいなと思うし、若い人たちにそういうスキルを伝えたいとい
う気持ちもあります。誰かと一緒に何かをつくっていきたいといつも
思っていて、それを次の世代に伝えていきたい。
自分の仕事の始まりは秘書でしたが、いわゆる狭い意味での秘書的な
仕事ではなく、事務局でもなく、コーディネーションという仕事があっ
たんだということを、これまで仕事を続けてきた中で実感してきまし
た。こんな話を、ちょっと年配の方々としたことがあり、その時に「そ
ういう仕事は今まではいわゆる官僚の人たちがやってきたんだよね」
と指摘されたことがありました。本当にそうなのかなと思うのです
が……。

渡辺̶本質的には、そうなのかもしれませんよね。官僚たちが、ちゃ
んと専門家同士をつなげたり、ちゃんとコーディネーションしていれ
ば、もう少し日本はマシになったのではないかとも思います（笑）。い
や、官僚では果たせなかったことを、現場で専門家や地域の人をつな
ぐ森川さんのような人がもっと出てくることによって、これから日本
は変わっていくのかなと期待してみたいところです。それでは、質問
などありますか。

参加者1̶先ほどのワークショップフォーラムのことですが、参加
者を募った時のご苦労などがあったら、ぜひ聞かせていただきたいと
思います。

森川̶サテライト協会にいたときに広報を担当していたというこ
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とは説明しましたよね。マスコミを相手にプレスリリースをしたり、
広報誌も出していたので、不特定多数の人に対してマスメディアを媒
介にして世の中に発信していこうというのは、ある程度心得ていたつ
もりでした。
ただ、今回のフォーラムは組織的にあまり実体のない中で、しかもワー
クショップという世の中ではまだ日の浅いものを、どうやって知らし
めるかというのが難しかったと思っています。今回は「教育系」とし
ていましたから、まず、このタイトル付けでアンテナに引っかかるよ
うなウェブサイトや、実際に関連する活動をしてきた人たちをリスト
アップしました。その人たちに DMを送り、あなたのサイトで告知し
てもらえませんかとかいうアプローチをかなりしました。
マスメディアではなく、ターゲットを絞り込み、告知をしたわけです。
好反応だったところに対しては丁寧にお手紙をお送りして、着実に関
係を築いていけるようにしました。こうしてサイトに載せてくれたり、
私をグループのメンバーの中に紹介してくれたりして、次第にフォー
ラムのことが知れ渡るようになっていきました。
実際に参加申し込みが始まった段階では、参加者のみなさんにも自分
の周り、たとえば友達など興味がありそうな人がいたら声をかけても
らえませんかとチラシをお送りして、その人が実際に知人を呼ぶとい
うかたちで輪が広がりました。そういう意味では、手間はかかってい
ますが、確実に情報が伝わり、手応えがありました。
それで、今回エントリーしてきた人たちはキャンセルした人も含めて
全部で170人以上いましたが、そういう人たちにこのフォーラムに自
分が参加して一番持ち帰りたいことをコメントで書いてくださいとい
う自由記述欄を設けたんです。そうしたら、みんな自分の思いを切々
と書いてくれました。それだけこのテーマに対して関心を持って参加
してくださったと痛感しました。その意味では、広報にはお金はかけ
ていませんが、確実に情報を知っている人たちに伝わったと評価して
います。

参加者2̶新聞で森川さんのことを拝見したので、今回参加させて
いただきました。今、お話を聞いていて、やはりいろいろな活動をやっ
ていく上で、すべてにノウハウが連続していたように思うのですが、
他に私が感じたのは、一緒に仕事をしていく上での適正な規模という
のがありそうだな、と。これについてはどのようにお考えですか。

森川̶そうですね、今回のワークショップフォーラムの実行委員会
は全部で7人いました。共同開催となった国立青年の家の職員の方々
も入れると、9人から10人という規模です。私は、これくらいがとて
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も適正な人数だと思っています。やはり、あまり大人数で取りかかっ
てしまうと、話は散漫になってしまい、中には1人や2人で走ってい
こうとする人も出てくる。そうなると、「あの人がやっているから、私
はやらなくてもいいや」という感じになって傍観者になってしまう人
が必ず出てきます。
地域の NPO的な活動に則して言えば、やはり地域で暮らしている人
はそれぞれいろんな事情を抱えていますよね。それこそ子育て中の人
もいれば、仕事が忙しい人もいる。こんな中で、自分だけが突っ走っ
ていたら絶対人はついてきません。だから、私は自分も含めて「でき
ることをできる範囲で」を心掛けてきました。あるときは出てこられ
るけれど、出てこれないからといってその人の役割は軽視しない。場
をなるべくオープンにしておいて、事情があってとまってしまって、
全然動いていない人がいても、それはそれでいいと。動いているとこ
ろはちゃんと進めばいい。そんな風に、デコボコがあって、いろんな
参加の仕方を許容できるようなかたちのビジョンを持っていないと、
たぶん辛いでしょうね。
でも、結局のところ、目標の共有や合意形成がしやすいのは、10人未
満ではないでしょうか。かといって、2、3人だと一部の人間に偏っ
てしまうので、最大でも数が11人ぐらい、ご意見番みたいな、時々ア
ドバイスを下さる方も入れてバランスをとるというやり方が必要なの
ではないでしょうか。

参加者2̶おつまみ作り隊で、ルールを設定することが重要だとい
うお話がありましたが、その場合の何か秘訣などがあれば教えてくだ
さい。

森川̶おつまみ作り隊では、まず最初に値段を提示するところで
しょうか。たとえばギョウザ40個で800円、高いと思う人は頼まな
いですよね。でも、800円だけれど、あの人がつくるものだし、自分
には必要だと思ったら手を挙げてという感じでやっています。お互い
顔が見える雰囲気の中でやっているので、お互いのことが大体何とな
くわかっていることというのがありますから……。

参加者3̶実際に、どう価格設定するんでしょう。

森川̶値段は割合で決めています。たとえば、シチューを3人前
500円という値段にするとしますよね。そうすると、そのうちの5割
がつくった人の取り分。1割が運んだ人の取り分で、もう1割がコー
ディネートした、仲を取り持った人や、メニューの意見を出したよう
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な人に1割行くんですね。残りの3割を、いわゆる事務局の運営費用
ということでプールして、これからちゃんとウェブを立ち上げるとい
う話をしているので、ウェブデザインのスキルを持った人にお願いす
るときにお支払いできるように貯めています。本当は事務局費用を
そこからちゃんと取って、事務局周りをしている人にもお金が落ちる
ようにしたいなと思っているんですが、それはまだできない状態です
ね。ただ、動いた人にはそういった割合でお金が落ちるので、自分で
メニューを考えて、つくって、欲しい人のところに運べる人には、7

割のお金が落ちることになります。ルールというのは、第○条などと、
厳密な規約として別に出す必要はないけれども、この場のルールは
これですよということをあらかじめ提示することで、場の雰囲気をつ
くっていくことにつながるはずです。

参加者3̶ただ、実際にルールを決めるなり、何か物事を進める際
には、意見の調整は具体的にはかなり難しいと思いますが……。

森川̶そうですね。本当に場面によって違いますが、私は自分が何
か活動する場合、「たたき台」として素案を出して、まずこれをたたい
てくれと参加メンバーにお願いします。もう決まったことだからみ
んなで認めてくれと出すのではなく、この場でみんなで修正案なり代
案を出せるようにと、たとえばこんな感じでどうでしょうと出すんで
すね。
逆に、全く何もないところでみんなで意見やアイディアを出し合って、
それでこんな感じだよねとつくっていく場合もありますから、本当に
ケース・バイ・ケースです。ビジネスの場合は、最初に説明したサテ
ライトオフィス協会の立ち上げなどでは、企業同士の関係があります
から、この研究に対してそれぞれこれだけの資金を出すからというこ
とで、役割はどうで、最後はどんなことが出てと、かなり役所的に覚
書を交わすくらいまでのものをきっちりつくって準備していく場合も
当然あります。
おそらく、コーディネーターという人は、その場でどんな合意形成の
仕方が求められているのかを、よく見極めることが必要なんでしょう
ね。この場には何がふさわしいのか、この場に求められているスキル
は何か、といったことを理解して、たたき台を出し、調整し、まとめて
いく。
先ほども言いましたが、おつまみつくり隊に企業の契約でやるような、
何十条にもおよぶ条文を出したら誰も関わってきませんよね。だから、
すごくシンプルなルール、たとえば料理をつくるときは自分の子ども
に安心して食べさせられるものを提供しましょう、という分かりやす
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いルールにしているわけです。そうすると、ある人は、我が子には有
機無農薬のものしか出せない人もいるかもしれないけれども、ある人
はそこまで行かなくても、ちゃんと手づくりで心を込めて料理しよう
とか、その人の裁量に任せています。ただ、基準として自分が我が子
に食べさせられるものを出しましょうということは決めているつもり
です。

参加者3̶さじ加減が重要だと。

森川̶そうですね、さじ加減。自分をまず基準において考えるんで
すけれども、最近実感しているのは、20代の若い人たちと仕事をし
たりすると、そのさじ加減を伝えるのにマニュアルが求められている
のかなと思うことがあります。
でも、ある程度のところはマニュアル化できても、結局やはり一緒に
やっていくしかないんですよね。だから、私は最初にマニュアルを提
示したり、くどくど何か言ったりはしないのですが、そういう若い人
には、最初にその人がつまずいたときにまずドンと言うんですよ。言っ
たあとでも、同じことを何回も何回もわからない動作をしていると、
本人もつらいだろうけれど具体的に指摘します。でもちゃんと伝える
とわかってもらえます。昔の職人みたいに見よう見まねでついてこい
みたいなことは言いたくないので、説明するわけです。

参加者4̶多摩ニュータウンは民度が高いのかなという印象があり
ます。どこの団地でも、本当にやる気になればできるんでしょうけれ
ども。これから20年、30年経つと、多摩に限らず、日本中の団地は
どこでもかなり高齢化してきます。団地全体がまとめて年を取ってく
る。私は仙台の郊外で団地の開発をしていますが、その団地の中心部
をリニューアルすることで団地全体を元気にしよう、豊かにしようと
いうプロジェクトをしています。そのときに、僕らは素人なので、今
森川さんがおやりになっているような NPO的な活動をしている人た
ちに場所を提供したりすると、もっと街が豊かになるのではないかと
すぐ考えてしまうんです。ただ、それを行政の人に話をすると、「そん
な人はどこにもいない」「そんなこと起こるわけないじゃん」という
反応が必ず返ってきます。実際、いろいろな団体などに話を聞きにいっ
ても、現実問題としてなかなか難しそうなんですね。これは辛いなと。
そういう中で、私たちが直面しているところと、森川さんが今やって
おられることは、とても同じ日本とは思えないような開きがあるんで
す。その差を埋めなければいけないということは分かっているし、そ
のために努力はしているんですが、こうした差について、森川さん自
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身はどういう感想を持っておられるか、おうかがいしたいのですが。

森川̶多摩ニュータウンは特別だよねとよく言われるんです。あ
る意味特別な感じのところもあるのかもしれないけれど、私は基本的
に、人は好きなことはただでもやるし、放っておいてもやると思って
いるんです。「やりたくないこと」が先に立ったり「べき論」で言われ
ると絶対動かないものだと思います。本当にそれは実感です。
ですから、民度が高いとか低いではなくて、本当にその人たちがやり
たいことや、欲していることができるようにうまく背中をポンと押し
てあげたり、場がザワザワっとしているときに耳を傾けてあげたりと、
そういう環境ができれば本当に出てくるんですよ。沸き上がってくる
みたいに。引っ張り出そうとか、引っ張り上げようというのではなく、
ワッと沸いてくるんです。抽象的な言い方になってしまいましたが、
私がこれまで関わってきた仕事の場面でもそうだったし、NPOや地
域の活動をしていても、本当にその人たちが欲しているような場面が
ふっと浮かび上がったときは、こちらが何にもしなくても前にドンド
ン出ていってしまうのではないでしょうか。

渡辺̶そろそろお時間となりました。今回も密度の濃い議論の場
を共有できたと思います。森川さん、そして参加者のみなさん、本当
にどうもありがとうございました。
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